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幼小連携学習開発部会（幼小A 表現科〉実践事例

く幼稚園～4歳児～＞

。エピソード 「色水遊び」

0ねらい

・色水をつくる中で、色の変化や友だちとのやりとりを楽しむ。

・模倣したり、自分なりに試したりしながらじっくりと色水遊びにとり組む 0

．自分のイメージしたことをいろいろな方法で表現する。

5月中旬、初めて色水コーナーを用意した。園生活にも慣れ、行動範囲が広がってきて

いた新入園児の k女にとっては、すべてが日新しく興味津々。目新しい色水の道具にすぐ

に関心を示してやってみようと自分なりに挑戦し始めた。まずすりこぎとボールを選び、

たっぷり水を入れてでクルクルとかきまぜみる。

一方、去年も色水の経験がある H男は、すりこぎとすり鉢を選び、花びらもはっぱも k

女より短い時間ですりつぶしてきれいな色水を作っていく。始めは、自分の色水だけに夢

中だった k女も、横目でH男の様子をちらっと見て、自分の使っていたものと見くらべて

いたが、しばらくして H男と同じすり鉢を取り出しにいった。そして、再びたっぷり水を

入れてすりこぎでかきまぜてみた。さっきよりは、時

間がかからなくなったものの、やっぱり時間がかかる。

（よく見れば、 k女のすり鉢の中では、花びらは水に

プカプカと浮いていて、こする部分から離れていた。）

そしてとうとう「あんまり色が出ん。」と寂しそうに保

育者に訴えてきた。保育者も、「あんまり色が出ないん

だ。どうしたらもっときれいな色が出るんだろうね？ J 

と隣のH男に聞こえる声で答えた。

すると夢中で色水をつくっていたH男が k女の様子に気づき、「始めは水を入れずに、

最初に花びらをすりつぶして水を入れるんよ。Jと教えてくれた。不思議そうな顔をしな

がらも k女は、早速H男が教えてくれたようにまず花びらをすりつぶしてから、水を入れ

るとあっと言う聞にきれいな色水ができた。そして、できた色水を大喜びで「見て見て！」

と保育者やH男に見せてくれた。保育者は、「ほんとだね。きれいな色だね。」と答えた。

この目、 k女は 4回色水をつくり、できる度に保育者や友だちに「見て見て！こんなに

きれいな色になった。」とうれしそうに見せては丁寧にビニール袋に入れると、大切そう

に4袋の色水を持って帰った。

k女は、次の日からも、登園すると毎日のように色水コーナーヘ行き、色水を作ってい

った。何度も色水を作り、友だちと見せ合う中で「この花きれいな色がでるよ。」「この色、

海の色みたいだね。Jなど友だちと思いを伝え合いながら楽しんでつくるようになってい

った。
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＜考察＞

・必要な道具をそろえ、きれいな色水を作るまでの方法をし 1かに獲得していくかは、子ど

もによっていろいろな過程がある。 k女は、 H男の様子を「ちらりと見て」それを「ま

ねる」という方法をとった。 H男のやっていることを見て、道具が違っていたことに気

づき、すり鉢に変えて再度挑戦。このように、子どもたちは友だちの様子からさまざま

なことを感じ取りそれを模倣して自分の中にとり込みながら失敗や成功の経験を積み重

ねていく。幼児期には、とくに「まねる」ことは大切な学びである。このように友だち

の行動を観察する中で感じ取りながら「まねる」経験を積み重ねる。いずれこの経験が

もとととなり、自分のイメージを膨らませ自分なりの表現できる力に結びつくのではな

いかと考えている。

－また、始めはなかなかうまくいかなかった経験があったからこそ、きれいな色水をつく

れた喜びは大きかったようである。色水ができる度に「見て見て。」と保育者や友だちに

見せていた姿は、充実感からくる喜びや、こんなものができたよという驚きを共有した

いという思いがつまっているようだった口子どもの遊びを盛り立てるには、保育者のひ

とことが重要で、「見て見て。」と言う k女に「ほんとだねえ、きれいな色だね。」と言う

と、これ以上にないくらいの笑顔になった。子どもたちが自分なりに感じてイメージし

たことが表れてきた時に、それを受け止めることこそが、イメージや表現する楽しさを

ふくらませているように感じた。

－色水遊びが充実すると、感じたことを自分なりの言葉で表現し伝え合おうし始めた。こ

の過程では、「きれいでしょ。」と友だちと見せ合ったり、「この花きれいな色がでるよ。J

「海の色みたい。」などと言い合いながら遊ぶことで、友だちとイメージを共有し、友だ

ちとのかかわりを楽しんでいた。自分のイメージを自分なりの言葉で表現することを繰

り返すことができれば、それが遊びを発展させるとともに、「イメージするカ」「表現す

るカ」につながっていくと考えている。
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単元「みんなで楽しむ落ち葉ランド」〈小学校第 1学年）
1 .題材設定の背景

江本繁子

0題材について

本校で行っている「表現科」は，感じることをベースにしてそこからイメージし，表

すという一連のプロセスを大切にし，「表すJことを特化した教科である。本題材では校

内の落ち葉や木の実などの自然物を使って遊んだり何かをつくったりする活動を体験す

る中で，視覚や聴覚，嘆覚，触覚などあらゆる感覚を働かせ，そこから体中でしっかり

感じることを大切にしていく。また，音楽的・造形的・言語的・身体的などの表現方法

を組み合わせた表現活動を行うことで，子どもたちは感じたことを表すことの楽しさや

充実感を味わいながら，より豊かに表現したいという意欲や実践力が高められていくで

あろうと考える。

0 児童について

本学級の子どもたちは歌ったり踊ったり絵や工作に表したりという活動について，楽

しく活動する姿が見られる。しかし，時には直感的なひらめきでの表出のみで満足して

しまったり，同じような表し方を多くの子どもたちがしてしまうものであったりという

ように多様な表し方にならない場合もある。 7月で活動した題材「空からの贈り物つて

なんだ？」では，多くの児童が表すことの楽しさを感じたり友だちと見合うことの喜び

を感じていた。しかし，天候に左右されたこともあり，体験したことをもとに表現する

というよりも，想像したことをもとに表す方が主だってしまった。そのためか，自分か

ら進んで表したい方法をみつけたり友だちとは違う表し方で活動しようとすることにつ

いてはまだ難しさを感じていることが伺えた。また，子どもたちは，折々に「みんなで

お祭りがしたい。」という希望を担任に伝えることがあった。これは幼稚園での体験やこ

れまでの生活経験などからの発想と思われる。

0 学級集団にいて

心も体も開放して一人ひとりが活動に没頭し表現することの楽しさを味わうことがで

きる集団ををめざしていきたい。本学級の子どもたちは，グループ活動では，意見の衝

突や食い違いがみられながらも話し合いながらまとめようとする姿もみられつつある。

子どもたちの多くは積極的に自分を表現することを好んでいるが，中には戸惑いや恥ず

かしさなどから尻込みしてしまう子どもたちもいる。一人ひとりの子どもたちが活動内

容にひたりきるために，表す方法が似ているもの同士で相談できるようなグループ作り

をしたり，表すことの楽しさやよさをグループや学級全体で共有できるように，互いの

表し方のよさや工夫点などについて披露しあうなどの時間を意図的に仕組みたい。

0 指導について
指導に当たっては，感じることを大切にし，イメージしたことを自由な発想で開放

的に表現できる場を設定するようにする。そのために木の葉をたくさん用意するよう

にしたり，活動に浸りきれるような時間をしっかり確保したりするようにする。そし

て，個人やぺアであらゆる感覚を働かせるための活動ができるように全身で感じたり，

時には視覚を遮断して他の感覚を研ぎ澄ましたりするような活動を意図的に仕組ん

でいく。表す活動では，感じたことをもとにあらゆる感覚を体験できるような縁日を

作る。その際，感じたことを言葉や音や絵や動きなどに表しやすい環境を作り，様々

な材料を用意するように心がける。縁日を楽しむ活動では，友だち同士で楽しむ場を

設定し，互いの表し方のよさに気づけるようにする。

2 .題材の目標

。「落ち葉ランド」で全身を使う活動を通して，視覚，触覚，嘆覚，聴覚などの様々な
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感覚を働かせてたくさんの気づきや感想を持つことができる 0 （感じる力）

「落ち葉ランド」での活動を通して見つけた気づきや感想をもとにお楽しみコーナー

を作る活動を通して，表したい方法について思い浮かべることができる。（イメージ

する力）

O 「落ち葉ランドで」見つけた気づきや感想、をもとに，表したいものを選び，音や色・

形，動きなどを組み合わせて友だちとお楽しみコーナーを作り上げることができる。

（あらわす力）

0 「落ち葉ランド」でお楽しみコーナーを作ったり楽しんだりする活動を通して，友だ

ちの表し方についてよさを見つけ，そのことを友だちに伝えたり，自分たちの表現に

取り入れようとしたりすることができる。（相手の思いを受け止める力・双方向に表す

力）
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4.実践の概要

。落ち葉を様々な感覚で感じる活動では

全身で落ち葉の感触を味わったり視覚を遮断して嘆覚触覚などを味わったりした。

子どもたちは落ち葉集めの際も全身を使って感じる活動をしていた様子であった。ア

イマスクをして落ち葉の感触を味わう活動では「アイマスクをして鼻も使ったんだけ

ど，桜餅の匂いがして落ち葉を食べそうになりました。」「大きな葉っぱは匂いが強く

て小さい葉っぱはあまり匂わなかったです。Jなどの感想を持っていた。

アイマスクをして嘆覚や触覚などで落ち

葉の 1枚 1枚を感じているところ。

落ち葉ランドで落ち葉の布団をかぶせても

らい全身で感触を味わっているところ。

落ち葉ランドでのお楽し

0落ち葉ランドで活動をしたことをもとに表す活動では

子どもたちは「お化け屋敷」と「お店屋さん」に分かれ，
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みコーナーを作っていった。「お化け屋敷」では主にダンボールをトンネルにしてつ

なげ，落ち葉ランドにつながるように作る作業をしていた。ダンボールにも落ち葉を

つけて， トンネルの中を通るお客さんが怖がるような工夫を考えていた。「お店屋さ

ん」では落ち葉を使ったリースや落ち葉を使った絵，落ち葉で飾り付けをした輪投げ

など売るものやゲームで楽しむものなど，手分けして作っていた。感想には「お店グ

ループはリースやいろんなものをつくっていて，わたしが一ばんすぐかったものはリ

ースでした。またやりたいです。」「きょうおばけやしきに入った人を見て『こわかっ

た。』っていった人がし、たのでよかったです。」など違うグループのよさや，お客さん

の反応から自分たちの活動をふり返るものが見られた。

「お化け屋敷グループ J でトンネ

「お店屋さんグループ Jで輪投げのコーナ

ーを作っているところ

ルづくりをしているところ

活動のあとでアンケートをとった。小学校では次の項目について，題材を終えた後に 4

段階および記述によるアンケートをとって調査している。

項 目

la このかつどうは，おもしろかったですか？ 4段階

lb おもしろいことを，いくつみつけましたか？ 記述

2a またやってみたいですか？ 4段階

2b つぎのかつどうではどんなふうにやってみたいですか？ 記述

3a いろいろなものをみたりきいたりさわったりしたかったですか？ 4段階

3b どんなものにみたりきいたりさわったりしたいですか？ 記述

4a かつどうしていて おもしろいことをみつけましたか？ 4段階

4b それは，どんなことでしたか？ 記述

Sa なにをしょうか じぶんで おもいつきましたか？ 4段階

Sb どんなことを，おもいつきましたか？ 記述

6a ともだちとちがうことを おもいつきましたか？ 4段階

6b どんなところが ちがっていましたか？ 記述

7a ともだちに みせるのは たのしかったですか？ 4段階
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7b ともだちのはっぴょうをみるのはたのしかったですか？ 4段階

Sa ともだちの おもしろいところを みつけましたか？ 4段階

Sb いくつ みつけましたか？ 記述

9a ともだちと ちからをあわせることはたのしかったですか？ 4段階

9b どんなふうに ちからを あわせましたか？ 記述

5.取り組みの成果と課題

本単元もアンケート調査を行い，前単元との比較を行った。

以下は前単元と比較した 3a 4a 6a 7a 7bのグラフである。（以下，グラフでは

前単元が「空」、本単元が「落ち葉j となっている。）

3aいろいろなものをみたりきいたりさわったりしたかったですか
4aやってみて面白いことを見つけましたか

空 空

落ち葉
落ち葉

。首 20% 40首 60首 80也 100司
的 10也 20坦 30也 40百 50l臨 60也 70耳 80目 90略 10（鴻

・すごくやりたかったロちょっとやりたかった口あまりやりたω ったロぜんぜんや州

＜項目 3a> ＜項目 4a>

項目 3aでは「すごくやりたかった」「ちょっとやりたかった」を合わせた数値が前単元

より 18%増えた。このことから，感じる活動で様々な感覚をつかって体験を積み重ねたこ

とでより感じる活動への意欲が喚起されたと捉えることができる。

また，体験活動を重視したことにより 4aの割合も 7パーセント伸びたのではと思われ

る。「イメージするカ」を育むには感じる活動を充実したものにすることが大切であること

がデータから伺うことができる

上記の項目で前単元において，あまりよい結果が得られなかった項目 6aについてはつ

ぎのような結果が出た。

6a友だちとちがうことを思いつきまLたか

空

落ち葉

。首 20% 40弛 60首
80‘ 100% 

回すごくおもいついた ロちょっとおもいついた

ロあまりおもいっかなかった ロぜんぜんおもいつか与かった

＜項目 6a>

この設問については，前単元の活動と比べて「すごく思いついたJ「ちょっと思いついたJ

を合わせた数値が 9%増えたことがわかる。このことから，自分から自発的に表したいも

のが思い浮かんだ子どもが増えたことが伺える。しかし，「ぜんぜん思いつかなかったJの
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部分だけ見ると 9%増えているので，今回は自発的に考えるより友だちに影響を受けなが

ら表していった子どもたちが前回より増えたとも捉えられる。感じる活動に時間を確保し

ようとしたことで表したいと思う子どもが増えた反面，感じたことと表すことにつながり

を持ちにくかったり，強い思いを持っている友だちについて行くだけになってしまったり

した子どもの姿がここから伺える。「イメージする力Jを育むには感じる活動を充実したも

のにすることが大切であることがデータから伺うことができるので，その後「表す」活動

につなげていくための手だての工夫が必要と思われる。

7a 友だちに見せるのは楽しかったですか 7b友だちのを見るのは楽しかったですか

空 空

落ち葉

落ち葉

0首 20l届 40百 60首 80% 100首

Olio 20% 40% 60l‘ 80% 100也

置とてもたのしかった ロすこしたのしかった

ロあまりたのしくなかった ロぜんぜんたのしくなかった ．とてもたのしかったロすこしたのしかったロあまりたのしくなかったロぜんぜんたのしくなかった

ー一一ー_J

＜項目 7a> ＜項目 7b>

項目 7a，については前回より「楽しかった」「少し楽しかった」の割合が 11 %減り，

反対に 7bについては 6%増えていた。このことから「相手の思いを受け止める」こと

に関しては本単元のほうがよくできていたが，「双方向に表すJことについては前単元の

ほうがよくできていたことが伺える。本単元では，表す活動で相手の活動をほとんど見

ることなく活動していたため，自分たちの活動よりも相手のグループの活動内容により

興味をもち，お楽しみコーナーでの活動を楽しんでいたのではと捉えることができる。

「相手の思いを受け止める力・双方向に表す力」に関してはまだ充分に育っていないこ

とが伺える。課題の与え方や環境設定など，今後の課題としたい。
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幼小連携学習開発部会（Aグループ・小学校2年生表現科）実践事例

単元 アイデアいっぱい4学級ランド～忍者ごっこをしよう～

1単元設定の背景

本単元は「忍者」をテーマとして，忍者になりきって全身の動きで表現したり，「修行

の場」を工夫したりしながら運動表現を楽しく行うことをねらいとして設定した。また，

本単元は衣装や舞台背景などに造形活動や，効果音楽などの音づくりの活動を取り入れ，

さらに簡単なストーリーを創って表現する「総合表現」として位置づけられる。「アイデ

アいっぱい4学級ランド」は集団としての表現活動により，友だち同士のコミュニケーシ

ョンを円滑に行い 互いに認め合うことをねらった。

本学級の児童は全般的に表現活動を大変好み，図工・体育・音楽などの教科にとても積

極的に参加する児童が多い。毎日の朝の会，帰りの会では体を動かしながら全身で楽しく

歌を歌うことができる。また，造形活動では自分らしさを伸び伸びと表現することができ

る。表現科においては7月に「遊園地遊び」を経験しており，その活動についてほとんど

の児童が「楽しかったJと答えている。また本学級の児童は身体表現を「やってみたい」とい

う気持ちを前面に出して活動する反面 友だちの活動についてはあまり関心を示さない傾

向にある。

自己表現の得意な子も 苦手な子もお互いにかかわり合いながら活動を工夫して楽しく

運動ができる集団に育てたい。本学級みんなで何かに取り組むときには大変元気よく取り

組む雰囲気がある。一方で集団全体を細かくみると 一人ではなかなか自分を伸び伸びと

表現できない児童もいる。しかし，こうした児童も，集団全体の雰囲気の中で表現を楽し

んでいる。本単元ではお互いの動きを見合う活動を取り入れることによって，仲間の動き

の工夫やよさに気づかせたい。自分が動くことの楽しさとあわせて，仲間とコミュニケー

ションをとり，仲間にほめられる（認められる）ことを通して自己の有用感を高めさせたい

と考えている。

指導にあたっては，「忍者」について児童一人ひとりのイメージを出し合うことからはじ

め，さらに，学級全体としてのイメージへと膨らませていく。その後，「表現してみたい」

「表現できる」場面や動き・服装などを出し合い 学級全体で表現を工夫させていく。そ

して，小グループを作り，簡単な劇を発表し合い，相互評価の内容を自分たちの表現にい

かし，さらに自分たちはどうしたらよいかが分かる学習にしていきたい。またBG Mや発

表後の全員の拍手などで雰囲気作りをし，子どもたちの内面にあるであろう「恥ずかしい」

という気持ちを「楽しい」という気持ちが上回るように指導していきたいと考えた。

2 単元の目標

。さまざまな感覚を働かせる活動を体験し，感じたことを一人ひとり自分の中に蓄

積することができるようにする。

0バランスよく働かせることができるようにする。
0忍者からイメージできることを「音J「色・質感」「動き」など多様な方法で表す
ことができるようにする。
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0友だちとの表現の違いに気づき，そのよさを認め合うことができる。

3 単元構想（全15時間）

具体的な活動の流れ

つ－

〈見たことのある忍者〉
忍たま乱太郎 ナルト
ゾロリにでできてた
ドラえもんにでてきた
ハットリ君 くのー

〈動き〉
奮をたですに動く 飛ぴうつる
すばやく動く 手裏剣を役げる
つま先で動く転がるかくれる
床の下をはう

〈服装・道異〉
手裏剣刀吹き矢鎖の伺いた服
水とんの竹筒まきびし頭巾 くま手
黒い服かぎぱレご

〈忍法〉
木とんの術火とんの術分身の術
水とんの術祭隠れの術
いろいろなものに変身むささびの
術
水の上を歩く

｜忍者の修行ごっこをレょう I 
0 どんな修行をレたらいいか誓えよう
よじ登る、投げる、とびこえる、遠くヘジャンプ
一本橋を歩く、とびおりる、すばやく走る

0 修仔をする揚所を工夫レてつくろう

0 忍蓄になりきって忍者修行ごっこをレょう

｜忍者のうごきをつくろう I 
0 「こんな動きをレてみたい」ということを刀ードに書こう

0 力一ドをめくりながら全員で忍者になりきって動こう

0 2人組で自由に力ードをめくりながら忍者になりきって動こう

0 4人組で自由に力ードをめくりながら忍者になりきって動こう

0「忍者」 iこ関するイメージをなるべく多く出し
合わせることでひとり一人の忍者に対するイメー
ジをふくらませる

0いろいろな修行をきえさせることで忍奮の動き
に闘してのイメージをふくらませる

0体育館全体を修行の揚に見立てて、体育器具を
自由に組み合わせて動かレながら、思い思いlこ修
行の揚づくりをする．

0単なる器具や用具を使った遊びにならないよう
に忍者！こなりきって修行ごっこをするようlこさせ
る

0イメージカードに忍者の動きを命令の形！こ密か
せ、ゲーム形式で即興的に動くことお可できるよう
にする．

015＇せてばらまいたカードをめくりながら、カー
ドの指示通りに即興的lこ動く．

教師がリーダーとして
→子どもの2人組ごとに
『子どもの4人組ごとに

O具体物はなるべく使わない．
OBGMで雰囲気づくりをす否。

｜かんたんなお話をつくって動きを工夫して動いてみよう I 
0 先生といっしょにお話に合わせて自由にイメーヲをふくらませて動い10はじめは叙師が復示した簡単な起君主転結のある
てみよう ｜ストーリーに合わゼて全員で忍者ζっこをするこ

Bとでストーリーづくりのイメージを待たせる．

0 一人ひとりが簡単なお話をつくってみよう
－自分がレたい動きを限り入れて
－はじめ、なか、おわりに分けてお話をつくってみる
．聞に伺か出来事を入れて

0 グループごとに表レたい忍者のイメージで動きを工夫レょう
・見ている人に伺を表しているかが分かるように

0 お互いに見せ合って、アドパイスをレあおう

｜よりイメージが深まるように効果音や衣装・舞台を工夫しよう

0 ~v1E~ ＼1' x－~1Jt1S < 5~~51;: 
・衣装づくり
・効果音づくり（CDからの選曲、楽器を使って〉
・ナレーションづくり

｜アイデアいっぱい4学級忍者ランド発表会をレょう
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0記録として残すための衰弱方法は特に限定せ
す、ひとり一人の発想のままにさせる．

0感想の交流会を行い、おEいの感想や表現方法
についてち交流させる．
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4 実践の概要

(1）動きのイメージとめあてづくり

子どもたちは幼稚園で「にんじゃごっこJを

経験している。今回はまずこれまでの経験（本

やテレビなどで見たことも含めて）をもとに「忍

者Jについてのイメージを出し合った。
その後，体育器具を自由に使つての「修行ご

っこ」を行いながら 忍者のイメージをふくら

ませていった。平均台を体育館のステージから

フロアーに渡してよじ登る子，はしごを素早く

登る子，跳び箱をよじ登り，セーフティーマッ

トの上に飛び降りる子など様々な子どもたちの

姿を見ることができた。

体育器具を使った「修行ごっこ」の後，「自

分たちで簡単なお話を作り，道具は使わずに自

分たちの動きで忍者を表してみよう」と子ども

たちになげかけていった。子どもたちとの話し

合いを通して右のような「にんじゃしゅぎょう

のおきて」を設定し，学習のめあてとした。こ

の内容はお互いの動きを見合うときの観点とす

ることもできた。

(2）お互いの動きを見合う活動を取り入れる
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【にんじゃしゅぎょうのおきて】

「はじめ・なか・おわり」のある簡単な忍者の登場するお話を子どもたち一人ひとりに

考えさせ，似通った考えの子ども同士でグループ作りを行った。そしてグループごとに相

談し，自分たちが表していくお話をまとめさせていった。

お話ができあがり，グループごとに練習を！ ？待洲市川学b 明シド
じ噛~？；：をしd:?

行い，その過程でグループ相互にお互いの表

現を見合う活動を取り入れた。授業の中です

ぐに感想を出し合うことも行ったが，全員に

それぞれの感想を持たせたいと考え，アドバ

イスカードを用意し それぞれのグループに

全員からプレゼントする形をとった。

]'I•円仰ド代イス拘ード
名前｛ ） 

〈 〕！こんじゃCなりきってうごいていたね

〈 〉穴げさなうごきができていたね

〈 〉くふうレたうごさお？できていたね

〈 〉伺をあらわしたいのかよく分かったよ

【アドバイスカード】

(3）自分たちの動きをより引き立てるために～そして発表会

忍者らしいいろいろな術や動きを子どもたち一人ひとりが巻物にして表した。ウォーム

アップ時に全員やグループごとに巻物を聞き，そこに記されている動きを即興的に表して

いくことで多様な動きづくりの一助とした。
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また，ナイロン袋を用いて忍者らしい衣装づくりを行った。子どもたちは楽しみながら

思い思いにデザインを考え， 自分なりの衣装を作っていった。さらに， BGMを子どもた

ちに選択させていった。この活動は子どもたちの表現に対する意欲をいっそう引き立てる

に有効であった。

全ての準備が整い， l年生をお客様にむかえて発表会を行った。異学年に発表すること

で子どもたちはかなり緊張していたようすだったが， 1年生から拍手をもらいながら，自

分たちなりの表現を楽しむことができた。

5 実践を終えて

当初，女子の多くが「私，忍者ごっこいやなの。だって幼稚園の時，戦いばっかりだっ

たんだもの」と話していたが， 自分たちで動きを工夫し，あたかも本当にあるように，本

当にしているように見えるように工夫を重ねる中で 全員が楽しんで活動に参加すること

ができた。

今回，動きや音・衣装など様々な表現を組み合わせることを行ったわけだが，「忍者ご

っこ」という一つのテーマに沿って関連づけながらスムースに活動が進んだ。

表現活動にお互いの表現を見合う活動は不可欠であると私は考えているが，今回，お互

いの動きを見合うことで結果的に「あのグループのお話の方が楽しい」と，自分たちの作

ったお話を発表会直前になって変更したグループが多かった。これは指導者の把握不足で

あり，それぞれの表現に対してより肯定的な評価と具体的な改善点を子どもたちに提示し

ていく必要があったと考えている。また今回BGMは効果音楽のCDが中心であった。太

鼓を使う場面もあったが，より多くの楽器にふれさせることで表現方法の広がりが今後期

待できるのではないかと考えている。

また，今回はグループごとの発表を行ったが，今回の実践を通して学級で一つの発表を

創りあげていくことの可能性を感じた。結果的に一つのお話に人気が集中したということ

からこのお話を全員で分担しながらの活動していくことも発展した形として考えられるの

ではないかと思うのである。
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